
電気のふるさと 23 電気のふるさと

　

最
近
の
世
界
情
勢
は
、
テ
ロ
や
、
地

震
等
の
自
然
災
害
が
多
く
発
生
す
る
な

ど
、人
々
の
生
活
に
大
き
な
不
安
を
与
え
、

さ
ら
に
は
原
油
の
高
騰
等
に
よ
る
不
安

定
な
経
済
状
況
の
中
で
、
安
心
、
安
全

な
暮
ら
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
一
方
、
環
境
問
題
に

お
い
て
も
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
等
の

大
き
な
課
題
を
抱
え
る
中
で
、
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
言
わ
れ
る
原
子
力
発

電
も
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
認
識

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
泊

村
に
お
い
て
も
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
下
に
北
海
道
唯
一
の
原
子
力
発
電

所
が
立
地
さ
れ
て
い
る
村
と
し
て
注
目

を
浴
び
て
お
り
ま
す
。

　

泊
村
の
主
産
業
は
、
漁
業
と
炭
鉱
で

あ
り
ま
し
た
が
、
北
海
道
で
最
古
の
炭

鉱
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど
に
よ

り
昭
和
三
十
九
年
に
閉
山
、
漁
業
も
二

百
カ
イ
リ
規
制
問
題
に
よ
る
衰
退
、
加

え
て
沿
岸
漁
業
の
不
振
等
に
よ
っ
て
、

か
つ
て
一
万
人
を
超
え
た
人
口
も
二
千

百
人
ま
で
減
少
し
、
高
齢
化
が
急
速
に

進
む
中
で
村
の
再
生
を
図
る
べ
く
、
あ

ら
ゆ
る
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
こ

ろ
に
原
子
力
発
電
所
の
立
地
が
決
定
さ

れ
、
北
海
道
初
の
原
子
力
発
電
所
の
建

設
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

村
と
し
て
は
、
石
炭
か
ら
原
子
力
、

そ
し
て
風
力
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
大
き
く

関
わ
り
の
深
い
村
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
、
立

地
に
伴
う
交
付
金
等
を
起
爆
剤
に
原
子

力
発
電
所
と
漁
業
の
共
存
共
栄
、
そ
し

て
観
光
等
の
産
業
を
興
し
な
が
ら
、
ま

た
村
の
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
、
自
然

災
害
、
高
齢
化
、
少
子
化
対
策
等
社
会

の
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
に
対
応
す
べ
く
、

す
ば
や
い
情
報
の
供
給
な
ど
の
事
業
に

取
り
組
み
地
域
振
興
に
努
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
高
齢
者
の
福
祉
、
医
療
、
少

子
化
対
策
、
防
災
等
さ
ま
ざ
ま
な
定
住

促
進
を
図
り
「
住
民
が
住
み
つ
き
た
く

な
る
村
づ
く
り
」
を
行
っ
て
お
り
、
村

民
か
ら
も
喜
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
減
少
し
続
け
て
い
た
人

口
も
、
減
少
す
る
こ
と
な
く
定
着
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
地
域
情
報
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
で
は
、
国
土
交
通
省
の
「
新
世

代
下
水
道
支
援
事
業
」
や
農
林
水
産
省

の
「
漁
港
漁
村
活
性
化
対
策
事
業
」
の

補
助
を
受
け
、
下
水
道
管
渠き

ょ

の
空
間
を

利
用
し
て
全
村
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を

敷
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
世

帯
に
パ
ソ
コ
ン
一
台
を
貸
与
し
、
行
政

情
報
の
提
供
、
さ
ら
に
テ
レ
ビ
電
話
に

よ
る
在
宅
健
康
管
理
な
ど
、
高
速
大
容

量
の
イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限
に
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
用
し
て
、
幅
広
く
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
、
健
康
管
理
面
に
お
い
て

は
、
診
療
所
と
大
学
病
院
を
直
接
結
び

Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
の
画
像
診
断
に
よ
る

地
域
医
療
の
拡
充
や
村
内
無
料
電
話
の

構
築
な
ど
、
村
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
村
づ
く
り
を
推
進
す
べ
く
計
画
実
施

の
最
中
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
に
は
、
泊
発

電
所
三
号
機
（
加
圧
水
型
軽
水
炉
・
出

力
九
十
一
万
二
千
キ
ロ　

ワ
ッ
ト

）
の
運
転
開
始

が
予
定
さ
れ
、
現
在
建
設
中
で
す
。
原

子
力
発
電
に
対
す
る
世
論
の
注
目
度
は

今
後
一
層
高
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
技
術
の
進
歩
と
共
に
、
雇
用
の

面
や
経
済
的
波
及
効
果
等
の
最
大
限
の

利
点
を
活
用
し
て
、
住
民
が
さ
ら
に
快

適
で
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
特
色
の
あ

る
村
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

泊
村
で
は
、
鰊に

し
ん

の
往
時
を
し
の
ん
で

復
元
し
た
鰊
御
殿
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に

あ
や
か
っ
た
「
群く

来き

ま
つ
り
」
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
原
子
力
発
電

所
へ
の
理
解
と
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
、
発
電
所

構
内
に
コ
ー
ス
を
設
け
実
施
し
て
い
る

「H
O
K
K
AID
O

と
ま
り
マ
ラ
ソ
ン
」

等
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
風
光
明
美
な
北
海

道
泊
村
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

北海道 泊村 村長

佐藤淳一

Key Person
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